
 

 

 

 

 

 

                                      

待ちに待った夏休み。あれもしたい、これもしたいと楽しい計画を立てている人も多いと思います。 

時間がある夏休み期間は、生活もルーズになりがちです。有意義な夏休みを過ごすには、生活習慣を緩め

ず健康でいること、病気があれば早めに受診し、治療することが欠かせません。 

富山県は新型コロナウィルス感染症が下火になっていますが、感染対策をしながら充実した夏休みになる

ように祈っています。 

 
 

 

                                      

 

普段の生活にも危険がいっぱい潜んでいます。楽しい夏休みにも、周りの人から誘われたり、すすめ

られたりと、いろいろな誘惑があるかもしれもしれません。よく考えて、近寄る危険を回避してください。 

 

1. 出かける時は、家の人に内容を伝えて出かける。（誰と、どこで、何をして、何時に帰る） 

2. 交通ルールはしっかり守る。 

3. 立入禁止や遊泳禁止の場所は、入らない・泳がない。 

4. 人が多いところを通ろう。暗いところよりも明るいところを選ぶ。 

5. のどがかわく前に水分を補給し、熱中症を予防しよう。水筒持参。 

6. 雷の音が聞こえたら、建物の中に入ろう。 

7. 水の量が増えた川や水路には、近づかない。 

8. ルールや約束事を守ろう。 

9. おじいさん、おばあさんや家族の喜ぶことをしましょう。 

講師 富山県警察本部少年サポートセンター 松長氏からのお話 

・「違法薬物は、たとえ 1回の使用でも乱用になる」 

・「薬物はやめられなくなる」 

・「薬物は自分の体だけでなく、家族・周囲も不幸にします」 

・「乱用薬物は、買わない、使わない、かかわらない」 

・「たばこやお酒、シンナーなどもゲートウェイドラッグと言われているので、注意しましょう」 
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保健目標 

Challenge! 

自分と友達の健康生活（未来）を

作ろう！ 

保健室だより 第 4号 

令和３年７月２０日発行 

出かける時は、気をつけて

誘われても 

ダメ。ゼッタイ。 

答えは 「No!」 



 

 

 

 

 

  新型コロナウｨルス感染症拡大を抑制するために、いつもは開いていたプールや海水浴場が例年通り

開かれなくて、涼を求めて近所の川や池（水場）に向かう人もいると思います。水難事故から自分を守るた

めの知識を知って、暑い夏を安全に過ごしましょう。 

 

夏に起こりやすい事故、水場の安全


